
　　　　　熊本県認定職業訓練関係功労者及び優良認定職業訓練校等表彰要項
１　表彰の目的
    認定職業訓練関係功労者及び認定職業訓練の実施状況がきわめて優秀で、真に他の
模範的であると認められる事業所及び団体等を表彰することにより、職業訓練意識の
高揚と認定職業訓練の推進を図ることを目的とする。
２　認定の基準
知事は、下記の認定職業訓練関係功労者、優良認定職業訓練校、認定職業訓練関係優良事業所、認定職業訓練関係優良職員について、次の事項のすべてに該当し、別紙推薦理由書及び履歴書などを添えて団体の長（事業所の長）から推薦があったもののうちから審査のうえ決定する。
　(1)　認定職業訓練関係功労者　
       認定職業訓練団体の理事等の経験をおおむね５年以上有し、その団体の運営及び
     認定職業訓練の推進に従事しその功績が顕著であること。
  (2)　優良認定職業訓練校
     ア　職業能力開発促進法、職業安定法、労働基準法等が遵守されていること。
     イ  訓練生の出席率が平均８０％以上であること。
     ウ  試験が適正に行われていること。
     エ  認定を受けて５年以上経過し、現在も継続して実施していること。
  (3)  認定職業訓練関係優良事業所
     ア　継続して５年以上訓練生を養成していること。
     イ  おおむね２人以上訓練生を養成していること。
     ウ  訓練生の出席率が平均８０％以上であること。
(4) 認定職業訓練関係優良職員
①　指導者
      ア　すぐれた技能を有し、または指導力が優秀であること。
      イ  現に認定職業訓練の指導業務に携わり５年以上経過していること。
      ウ  年齢がおおむね４０歳以上であること。
　　②　教務職員
ア  ①指導者以外で、認定職業訓練の訓練関係及び補助金等の業務に携わり、迅速に適正な事務処理を行っていること。
イ　現に教務職員として５年以上経過していること。　 
　　  ウ  年齢がおおむね４０歳以上であること。
３　表彰の方法
    表彰状及び記念品を授与して行うものとする。
４　提出書類
    表彰を受けようとする認定職業訓練関係功労者、優良認定職業訓練校、認定職業訓練関係優良事業所及び認定職業訓練関係優良職員については、別紙様式による推薦理由書など必要書類を提出するものとする。
５　その他
    この要項に定めるもののほか、表彰の実施に関し必要な事項は、熊本県商工観光労
働部長が別途定める。
附　則
    この要項は、昭和４６年４月１日から施行する。
附　則
この要項は、平成２５年９月２４日から施行する。
附　則
この要項は、令和６年８月３０日から施行する。

